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はじめに

• Milan Hodža (1878-1944)
▫ 先駆的ヨーロッパ人？

▫ ベネシュとの政争、反共産主義

▫ 1989年以降の「復権」
 Lukáč, Pekník, Juríček

▫ チェコスロヴァキア主義

▫ 三つの時代を生きた男

▫ 農民民主主義と中欧連邦(1942)

• 中欧という概念
▫ ドイツ的か非ドイツ的か
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危険な Mitteleuropa?

http://en.wikipedia.org/wiki/File:Grossgliederung_Europas-en.svg
ドイツ常設地名委員会（StAGN）による地図
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The Proposed 
Federation of Central 
and Eastern Europe in 
One All-Embracing 
Political and Economic 
Union, 
Source: Feliks Gross, 
Crossroads of two 
Continents: A 
Democratic Federation 
of East-central Europe 
(Columbia University 
Press, 1945), p.28. 

「非ドイツ的中欧」の一例
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Source: Karl A. Sinnhuber, “Central Europe – Mitteleuropa – Europe 
Centrale: An Analysis of a Geographical Term,” Transactions and Papers 
(Institute of British Geographers) 20 (1954), p.19. 

ドイツ系地理学者による中欧の定義

1. ハプスブルク帝国時代の経験

• ホジャの生い立ち
▫ 非ハンガリー系諸民族のネットワークと7つの言語
 セルビア人、ルーマニア人、スロヴァキア人

▫ ジャーナリスト、ハンガリー議会議員

• ベルヴェデーレ・サークルの挑戦？
▫ 皇位継承者フランツ・フェルディナンドの野心

▫ ポポヴィッチの「大オーストリア合衆国」構想

▫ 1911年12月「覚書」→ルーマニア系のマニウと共に

クーデタ or 漸進的改革を提言 (Bianchi 1970)
▫ フランツ・ヨーゼフ皇帝の危篤(1914年春)
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Ethnolinguistic Distribution, ca. 1900. Source: P. R. Magocsi, 
Historical Atlas of Central Europe (Seattle, 2002), no.30. 

人的ネットワークと多言語

8ハプスブルク君主国における言語分布図 9



2 (1). 戦間期における農民と中欧

• スロヴァキア地域とハンガリーの国境問題
▫ 「上部ハンガリー」をめぐる攻防

▫ 全権代表としてのホジャ→ベネシュとの行き違い

▫ 「ホジャ＝バルタ線」(1918年12月6日)の正当性

▫ 1920年代末における政争でも利用される

• 戦間期の構図― ロシアとドイツの狭間で
▫ オーストリアとハンガリーをいかにして抑えるか

▫ 小協商の成立→「新しい中欧」の核として？

▫ 工業の西欧と農業の中欧（2つのヨーロッパ論）
 クーデンホーフの汎ヨーロッパに対する留保
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Party System in Czechoslovakia

中田(2012), p. 28 参照

2 (2). 戦間期における農民と中欧
• 農民民主主義の思想
▫ ブルジョアジーの代わりとしての農民？
▫ 私有財産の肯定と農地改革の実施
▫ 資本主義でも社会主義でもなく→第三の道
 秩序だった自由と統制経済のススメ

• ホジャ・プラン（ドナウ・プラン）1936年
▫ 独墺関税同盟(1931)、タルデュー・プラン(1932)

ローマ議定書(伊墺洪)(1934) etc. 
▫ ホジャ→小協商＋ローマ議定書＝6カ国
▫ 「中欧における単一の大経済圏」構想
▫ だが、各国は既にドイツへの経済依存を強めていた

14

3 (1). 第二次世界大戦期における攻防

• ミュンヘン協定の衝撃（1938.9）
▫ 亡命してもチェコ人とスロヴァキア人の対立

▫ ベネシュとホジャの因縁の対決（パリ、ロンドン）

▫ 米におけるホジャ、オットー大公、クーデンホーフ

• Federation in Central Europe (1942)
▫ 8カ国の連邦（1億1千万、6割が農民）

▫ 大統領、内閣、議会（各国議員から構成）

▫ 中央銀行と単一通貨、経済共同体（関税同盟が基盤）

▫ 農業の国際的管理（一定程度の計画経済）
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3 (2). 第二次世界大戦期における攻防

• 第二次世界大戦期における多様な再編構想
Lipgens (1986), Gross (1945)

▫ 中欧における国民国家の「失敗」を認識

▫ 英米における再編論
 ヨーロッパ合衆国や英蘭コモンウェルスなど

 International Peasant Union, Central and Eastern 
European Planning Board, etc. 

▫ チェコスロヴァキア＝ポーランド国家連合構想(1942.1)
 連邦(federation)か連合(confederation)か (広瀬1994)
 冷戦の影→ベネシュがスターリンの圧力に反応
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A Concept of a Regional 
Organization of Europe, 
Source: Feliks Gross, 
Crossroads of two 
Continents: A 
Democratic Federation 
of East-central Europe 
(Columbia University 
Press, 1945), p.72. 

第二次世界大戦末期における
欧州再編構想の一例
（1943年11月頃）
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Source: Peter M. R. Stirk, A History of European Integration
since 1914 (London: Continuum, 2001), p. ix.  

クーデンホーフ・カレルギーの汎ヨーロッパ

おわりに

• ホジャ→「非ドイツ的中欧」の一事例（3つの時期）

• 今後の研究の方向性
▫ ホジャ研究を深化させる→戦間期政治史における意義
▫ 中欧論の比較研究に向かう(ex. Borodziej et al., 2005, etc.)
▫ 欧州統合の前史として国際的農業運動に焦点を当てる

• 欧州統合の前史としての緑色インター
▫ EUにおけるCAP（共通農業政策）の重要性 (1960-)
▫ 戦間期と戦後は非連続？ 研究の欠落？
▫ 戦間期は「試行錯誤」の時代
 1927年、国際連盟の世界経済会議（小麦が焦点）
 1933年、国際小麦協定（22カ国による合意）

▫ 緑色インターナショナルの設立
 国際農業事務局：最大で14カ国18政党の加盟
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